
千葉市監査委員告示第７号 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１２項の規定により、定期監査、

行政監査及び財政援助団体等監査の結果に基づき講じた措置について、別添のとおり千葉

市長から通知がありましたので、公表します。 

 

    令和２年３月３１日 

 

千葉市監査委員 大 木 正 人 

同       宮 原 清 貴 

同       森 山 和 博 

同       三 須 和 夫 

  



３１千総総第１１２７号 

令和２年３月１８日 

 

 千葉市監査委員 大 木 正 人 

 同       宮 原 清 貴 

 同       森 山 和 博 

 同       三 須 和 夫 

 

千葉市長 熊 谷 俊 人   

 

 

監査の結果に基づき講じた措置について（通知） 

 

 

 平成２１年度監査報告第２号、平成２８年度監査報告第９号、平成２９年度監査報告 

第１０号、平成３１年度監査報告第６号及び第８号により報告のあった監査の結果に基づき

講じた措置について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１２項の規定に

より別紙のとおり通知します。 

 

 

 

 

様 



 

 

報告書番号 ３１監査報告第６号 

監査の種類 工事定期監査 

監査の結果（指摘事項） 講 じ た 措 置 

１ 設計・積算について改善すべき事項 

（１）土砂運搬費を適正に積算すべきもの 

［経済農政局：道路整備工事（椎名崎 

３０－１）］ 

［建設局：排水施設新設工事（辺田排水 

路３０－１工区）］ 

千葉市積算基準によると、土砂の運

搬費を計上する際は、土の状態による

変化率を適用せずに、地山の土量を計

上するとしている。 

しかしながら、当該工事２件におい

ては、土質改良プラントから現場まで

の改良土の運搬費を計上する際に、ほ

ぐした状態とする変化率を乗じてい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

土砂運搬費の積算については、令和元年

１２月２日に建設局長から局内工事担当課長

等に対し、また、令和元年１２月２６日に農

政部長から部内工事担当課長に対し文書で通

知し、千葉市積算基準に基づき適正に設計す

るよう、所属職員へ周知徹底を図った。 

また、積算ミスを防止するため、設計書の

決裁時に添付・確認している設計書チェック

リストの審査内容に、土砂運搬に計上する土

量についての具体的な表現を追記した。 

２ 施工について改善すべき事項 

（１）騒音・振動対策を適正に行うべきもの 

［経済農政局：道路整備工事（椎名崎 

３０－１）］ 

［建設局：中瀬幕張町線（海浜幕張駅南 

口）昇降施設設置に伴う支障物移設工

事（美３０－１）、国道１４号外２舗装

改良工事（中３０－１）、誉田町平山町

線歩道整備工事（３０－１）、（主）穴

川天戸線（亥鼻橋）下部工工事（３０

－１）、横戸町２３号線道路改良工事

（３０－１）、舗装復旧工事（幕張３０

－１）、排水施設新設工事（畑町３０－

２工区）］ 

建設工事に伴う騒音振動対策技術

指針によると、住民の生活環境を保全

する必要があると認められる区域で、

舗装のとりこわし作業を行う場合は、

油圧ジャッキ式舗装版破砕機の使用

を原則としている。 

当該工事８件においては、油圧ジャ 

ッキ式舗装版破砕機の使用がされて

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

騒音・振動対策については、令和元年１２

月２日に建設局長から局内工事担当課長等に

対し、また、令和元年１２月２６日に農政部

長から部内工事担当課長に対し文書で通知

し、建設工事に伴う騒音振動対策技術指針に

基づき、騒音、振動の発生を極力防止する必

要がある場合は、着手前に受注者へ周知する

よう、所属職員へ周知徹底を図った。 



 

 

おらず、生活環境の保全を必要とする

設計意図が、受注者に十分伝達されて

いなかった。 

 

また、油圧ジャッキ式舗装版破砕機を使用

する場合の特記仕様書記載例を改定した。 

 

 

２ 施工について改善すべき事項 

（２）継目の処理を適正に行うべきもの 

［建設局：都賀駅千城台南線舗装改良工 

事（若３０－１） 、（主）千葉川上八

街線舗装改良工事（若３０－１）、若松

町金親町線舗装改良工事（若３０－

１）］ 

千葉市土木工事共通仕様書による 

と、舗装工は、表層、基層及び安定処

理層の各層の縦継目の位置を１５ｃ

ｍ以上、横継目の位置を１ｍ以上ずら

さなければならないとされている。 

しかしながら、当該工事３件におい

て、安定処理層と基層の横継目のずら

しを実施していなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

継目の処理については、令和元年１２月２

日に建設局長から局内工事担当課長等に対し

文書で通知し、表層や安定処理層など舗装各

層に継目が生じる工事について、千葉市土木

工事共通仕様書に基づき、設計図書に継目処

理を明示するよう、所属職員へ周知徹底を図

った。 

２ 施工について改善すべき事項 

（３）設計数量について適正に協議すべき 

もの 

  ［建設局：舗装復旧工事（幕張３０－１）］ 

当該工事においては、受注者より設 

計図書に記載された工法とは異なる

工法で実施したい旨の協議があった

際、この工法が経済的に不利であるこ

とや、受注者の都合によるものである

ことから、設計変更の対象にはしない

ものとして承諾していた。 

しかしながら、工法変更に伴い追加 

若しくは削除となる工種や、増減する

数量について、受注者と確認していた

が協議書を作成していなかった。 

 

 

 

 

 

設計数量の協議については、令和元年１２

月２日に建設局長から局内工事担当課長等に

対し文書で通知し、設計変更の有無に関わら

ず、設計数量や設計工種に変更が生じる場合

は、受発注者間で協議書を作成するよう、所

属職員へ周知徹底を図った。 

 

 


